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二重サッシのメリット

二重サッシの外側の窓と内窓との間には、空気層が出
来ます。この空気層が断熱性を高めます。高い断熱性
により、冬には室内のあたたかい空気が逃げるのを防ぎ
つつ、室外の冷気が室内に伝わるのを防ぎます。

二重サッシは室外の気温の影響を受けにくくなり、結
露の発生を抑えることが出来ます。発生した結露を
放っておくと、カビやダニが繁殖してアレルギーや喘息な
どの原因になることがあるため、結露防止効果は大き
なメリットです。ただし、外側の窓では結露が発生する
場合があります。結露が発生した場合、こまめにふき取
る必要があります。

二重サッシにすると、窓と窓の間の空気層が防音壁の
役割を果たし、遮音性が高まります。交通量の多い場
所などに使用すると効果的です。

窓が二重になっている分、侵入を未然に防ぐ効果も期
待できます。さらに割れにくい防犯ガラスを選ぶことで、
防犯効果を高めることができます。

そして、断熱性が上がるため、エアコンの効きも良くな
り、光熱費を抑えることができます。

今、各地のスーパーでお米の品薄状態が続いていると
ニュースで報道されています。
「令和の米騒動」とも言われ、お米不足が深刻化し
ています。
2023年産米において猛暑により収穫量や品質が低
下していることも原因のようです。
今年の稲の状況を見ると、草丈は長く、生育は順調
なのかなと思いますが、高温が続くと少し心配になり
ますね。早いところでは、稲刈りが終わっているので、豊
作を期待し、新米が食べられる日を楽しみにしたいと
思います。

今月のナゾトレ

※答えは来月号で発表します！

先月号の答えは、「なまけもの」でした。

住まいの新着情報

魚沼地内 S様邸
住宅リフォーム工事

９月中旬の完成に向け現在進行中

施工事例については
ホームページよりご覧ください。



今月の現場レポ！

季節の快適 秋支度

今日を築いて明日をつくる

（株）関工務店

新潟県魚沼市根小屋1337

TEL:025-794-4161 FAX:025-794-5357

住まいのお悩みご相談ください。

関工務店 魚沼 検索

残暑が厳しい初秋ですが、朝夕と少しずつ涼し
さも感じられるようになる季節。住まいや暮ら
しも「秋支度」しておくと暮らしがより快適に
なります。
1.冷暖房の調整など温度管理の見直し
秋は一気に気温が下がることもあるため、すぐ
に暖房が使えるようにメンテナンスしておくと
安心です。ほこりや汚れを取って清潔な状態に
しておきましょう。

２.秋服へと衣替え
夏服から秋服へと衣替えしたり、肌寒い時にす
ぐに羽織ることが出来るよう軽めのアウターを
用意したりしておくと安心です。

3.旬の食材を楽しめる準備を
秋は美味しい食材がたくさん出回る季節。旬の
食材を活用して、食を存分に楽しむのも秋の楽
しみの一つですね。

4.秋の夜長を上手に使う
少しずつ日が短くなり、夜が長く感じられる
「秋の夜長」。一日の過ごし方をほんの少し見
直して、秋の夜長のひと時を上手に活用してみ
ましょう。涼しくゆったりとした時間が流れる
秋の夜は、自分好みのリラックス方法で日々の
疲れを癒してみては。

材料
さつまいも 150ｇ
バター 小さじ1/2
A砂糖 小さじ1
A牛乳 大さじ2
卵黄 ½1/2個分
バニラエッセンス 少々

作り方
①さつまいもはラップで包み、電子レンジ
（600W）で3分ほど加熱します。
②①のさつまいもを縦、横半分に切って4等分
にし、皮を破らないように中身をスプーン等で
取り出して熱いうちに潰します。皮は型用に
取っておきます。
③鍋に②のさつまいも、Aを入れて混ぜ合わせ、
火にかけ練り上げます。さらに卵黄（少量残し
ておく）、バター、バニラエッセンスを混ぜ合
わせます。
④②のさつまいもの皮に③のさつまいもを詰め
ます。
⑤④の表面に③の残しておいた卵黄を塗り、
オーブントースターで4～5分、表面に焼き目が
つくまで焼きます。

まるごとスイートポテト

家を建てることは最終目的ではなく、あくまでもスタートと考え、建ててからも地域の皆様にご愛顧いただいております。

関工務店は、雪国新潟の気候風土に耐える丈夫な住まいづくりをしています。

魚沼市地内 Ｔ様邸
住宅新築工事、７月末に無事完成
いたしました。
予約制見学会には告知前からご予約
があり見学いただけなかった皆様
次回は是非とも宜しくお願いします。

魚沼市堀之内地内 Ｔ様邸
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